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(8) まだ若いながらもしっかりしている。
遥接〉を表す (3) (4) のナガラをナガラモにした(7) (8) は、 ナガラモ節の事態
から期待される事態に反することが主l'!りの事態となっており、(3)(4)と同じく〈逆接〉
を表すと考えられる。しかし、（付帝状況〉を表す(1)( 2)のナガラをナガラモにした(5)
(6)は、 意味がく付菊状況〉からく逆接〉へと領いている。 ナガラ文の(l)( 2)では、
主節の 「ご飯を食べる」「空を見上げる」という事態に付随して、ナガラモ節の 「新Iitlを読む」
「泣く 」 という事態があることが述べられている。 一方、 ナガラモ文の(5) (6)では、
主節の事態に付随してナガラモ節の事態があることが述べられているという点ではナガラ文
の(1) (2)と同じだが、 それだけではなく、 主節とナガラモ節の二つの事態は本来同時
には生起しないはずだというニュアンスが付加されている。
ナガラモがく逆接〉の用法に傾くということは、 先行研究でも指摘されている。例えば、
田中意夫(1977)は「「ナガラ」「ツツ J は、 係助詞 「も」 を（半うと、完全な逆説の接続助詞
に転化する」とし、 森田良行(1980)は、「「ながらも 」 の形はいつも逆接となる」 、 中川良
雄(1988)は 「「ながら」 が並行の意味を持つためには、〔＋動作〕アスペクトの動詞、 およ
ぴtelic situalionに接続しなければならないが、 その場合でも、 係助詞 「もJを（半うと、完
全に逆接の意味に転化してしまう 」 としている。 また 、佐藤直人(1997)は、ナガラの前桜
語が付幣状況と巡接の両方の意味を取り得る非状態述語において、「副助洞モを付性すると


















































またナガラ文では、「歩き な立竺滉呉5」 「飛ぴな立竺J永ぐ」 「猫であり全が丘犬である」 りj‘
さい全立竺ヴ大きいJ といった、 そもそも同時並行的に生起することが不可能なものは非文と
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と、 主節の事態に付随して同時並行的に生起することが可能で、 主節の事態からは容易に予








得ない。例えば、 主節の事應が「酒を飲む 」 であった場合は、 そこから予illl可能な 「二十歳
以上である」 「 酒が好きだ」 「 酒を飲める体質だ」といった事態はナガラ節には来ることがで






また、 〈付帯状況〉を表すナガラには、 く逆接〉とは言わないまでも、 本来同時に行うべき
ではないことを同時に行っているというニュアンスが生まれることがある。例えば、「新測
を読み全笙丘ご飯を食ぺる」 「音楽を間き立虻上勉弛する」 では、「ご飯を食べる」 こと、 「勉
強する」ことに集中しなくてはならないのに、 同時に「新聞を読む」 こと、「音楽を1lt]く 」
ことを行っているのはだらしない、 不兵面目であるというニュアンスが生じている。 このよ





江田すみれ(1985)は、 ナガラモは 「逆接というより態度の留保」を表すとし、 「一方では
前件で述べる判断や惑情があるが、 他方それと全面的には一致しない考え方もある、 という
ことを表わす。前件と後件の狐なり具合によっては 「も」をとると同時進行ともとれる。」
と指摘している。 また、 春名万紀子・新村肌染(1999)は、「彼女は、 雨にぬれながら（も）、




























邸、 全身の力をこめて叩きつけた。 だが、 そんなことをしながらも、
いっそのこと 「1如のいるマンションの近くまで行き、 せめて 「彼」 の意識を泣く
からでも感応していようか、 などと考えている自分に気がついてかっと逆上し、 お
前はまだこりないのか、 これでもか、 これでもかと口走り、 わあわあ泣きながらさ
らに弛＜墜に頭を叩きつけるのだった。（エディ）
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(18)も、 主節に 「カウンターの中で珈琲を沸かす」 「 ジュ ー スを作る」 「モ ー ツァルトの訓
















































(23) 内藤のシャドー・ポクシングを 頃.~/·~.:tガうモl 、私i:l奇妙なことに気
がついた。私が内脹の純習姿を見るのはこれが初めてだということだ。 （一船）
(24)慎爾目にやっとるか？」父が苦虫をかみ没したような頼で、コ ヒー をー 1飲み生
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塁／？？飲ミナガラモi言った。（女社）
このうち (21) (22) は、 主節のモダリティ制限に関わるものである。先行研究では、 く付
帯状況〉を表すナガラ文には主節のモダリティに制限はないが、 Q頃t〉を表すナガラ文に
は主節に意志や命令の表現が現れないという制限があることが指摘されている（南不二男
(1993) 、 春名万紀子・新村朋美 (1999) など）。例えば次の (25) は、「ご飯を食べる」 と
いう事態に付随して、 同時並行的に 「考え事をする」という事態が進行していることを表し








(26) 知らない全虻立知った振りを1する／ ・ ショウ／ ・ シロ1。
この (25) (26) のナガラをナガラモに個き換えると、 (25') (26' ）のようになる。 主節
のモダリティに制限がなかった＜付帯状況〉のナガラも、 モを付加してナガラモにするとlill
限が生じることが分かる。 つまり、 ナガラモ文ではどのような楊合においても、 主節のモダ
リティに意志や命令の表現が現れないという制限が見られるのである ＊50
(25' ）考え事をしながらもご飯を1食べる／・食ベヨウ／ ・ 食ペロ1。
(26' ）知らないながらも知った振りを1する／・ショゥ／ ・ シロ1。
また、(23)(24)は、 ナガラモ節が多回的になったために文が不自然となってしまった例
である。(23)は、 主節の 「奇妙なことに気がつく 」 という事態は一回的であり、 それを結
果として淋く「内藤のシャドー・ポクシングを見る」という従屈節の事態も一回的でなくて
はならない。 しかし、 ナガラをナガラモに換えると、 従屈節の事態が多回的になってしまい、
「見て気がつくj という一述の動作が成り立たなくなってしまう。 そのため、 不自然となっ
























また、 逆接を表 す接続助詞には、 現代語・古代語を問わずモが付加された形式が多い（トモ、




勺 残念ナガラ、 不本意ナガラといった、 価位判断の瀾詞や評価成分とされる「ーナガラ 」 は、ナガ
ラがく逆接）を表す接統助商として分出されることもあるが、 本梢では「ーナガラ」全体でー語
と捉え、 考察対象には含めない。
•2 (ll）の 「立ち」l:まり立坐丘テレピを見るJは、「慨蕊＆立ち止まり全立上テレピを見る」 のよ
うに、 「立ち止まる」が採り返しのfり作であれば非文とはならない。また、(12)の「仕事が終わっ
てい全立竺9テレピを見る」は、 仕事内容として 「テレビを見る」 ことがある場合には許容される。





．4 ＜付術状況）を表すナガラは、「新IJHを1餃み全立竺ン／ ＊ 統ンダママ1ご阪を立べる」 のように
タママで訊き換えることができない 「 過程」を表すものと、 「 I泣き全企竺し／泣イタママ1空を見
上げた」のようにナガラをタママで佑き換えることができる 「維持」 を表すものとに細分化され
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